
                                凡　　　　　例

１　目録上の表記について
　旧字体は新字体に，異体字・俗字は正字に改めた。
  明らかな誤字は（　）で正しい字を，脱字は（　脱）を，不要な文字や意味の通らない文字には（ママ）を右に記した。
　欠損した文字は■，判読できなかった文字は□，判読に疑念が残る文字は（　カ）とした。
　明確な記載はないが，おおよそ推測できるものには「カ」を付した。

２　表題
  原則，表題に記載された表記にしたがった。
　表紙がないものや表題の判読不能なものについては，〔　〕で適宜表題を付した。
　表紙のある複数の竪冊・簿冊などが1冊にまとめて綴られているものや，袋にまとめて収納されているものについては，枝番号を付した。
　表紙に記載された副題や注記などには（　）を付した。

３　年代
　表紙に記載された年代ではなく，中に含まれている文書の年代とした。その際，基本的には文書の作成年月日を採用したが，他から受領した文
書は取得年月日に拠った。

４　作成
　表紙に記載されている場合はこれを採用し，記載がない，又は，判読できない場合は，推測した作成元を（　）で示し，推測できない場合に
は，「不詳」とした。

５　内容
　文書の内容を網羅したものではなく，全体的な概要や構成及び，特徴的な項目について記述した。

６　その他
　表題及び内容に，身分や疾病などに関する差別的用語が含まれる場合があるが，歴史的用語としてそのまま掲載した。
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                             「藤江村役場文書」解題

【構成】
 総件数４点(６冊)と僅少で戸籍簿・寺社関係に限られる。

【来歴】
　１９５４年(昭和２９年)に藤江村は松永町などと合併したが，その時点における文書整理・引き継ぎは不詳である。１９５７年(昭和３２年)発
行の「松永市文化資料目録」(「村田家所蔵文書」)によれば，総件数１０点(７冊ほか)のうち元禄検地帳類は福山城博物館に移管されて「御検地
水帳関係文書」のなかに確認できる。しかし，その他は本文書群とほとんど重複しない。また，１９５９年(昭和３４年)に国文学研究資料館に購
入され，「広島県松永市役所引継文書」を構成する「旧藤江村役場文書」は総件数３点(６冊)で明治期の地租関係文書である。
　１９６８年(昭和４３年)に福山市史編纂会の近世・近代部会が調査を実施した時点でも，藤江支所には２５点の文書が保存されていたに過ぎな
い。合併前にすでに多くが廃棄されていた可能性がある。

【関連文書群】
　前述したように，国文学研究資料館に保存されているものが主たるものである。藤江小学校所蔵『藤江村誌』(大正３年作成か)に若干当時の現
勢など触れているものがあるに過ぎない。

                                                                                               ２０１９年(令和元年)１０月作成
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番号 表題 年代 西暦 形態 作成 数量 内容
1 広島県管轄第十七大区五小区戸
籍（六冊之内六）

明治9年10月 1876 竪冊 藤江村 1 改正戸籍簿で世帯構成・続柄・年齢・入籍元・氏
神・旦那寺の情報あり。

2 職員録 昭和24年
～昭和28年

1949～1953 竪冊 藤江村外1ケ村
中学組合

1 組合各村役場3役・書記及び村会議長・議員氏名の
一覧。

社寺明細帳 明治12年・36年 1879・1903 簿冊 藤江村役場 1
1神社明細帳 明治12年9月 1879 簿冊 藤江村 1 所在字・祭神・規模・境内地坪数・氏子数・境内

神社の情報あり。

2広島県備後国沼隈郡藤江村字
堤無格社大田神社御由緒調査書

明治36年1月 1903 竪冊 社掌山根鼎 1 由緒口碑・神木樹齢に関する報告書。

3寺院明細帳 明治12年9月 1879 竪冊 藤江村 1 所在字・宗派・本尊・由緒・規模・境内地坪数・
所有地反別・檀家数の情報あり。大正4年9月の写
し。

4 寺院仏堂ニ関スル綴 昭和15年7月25日
～昭和28年1月16日

1940～1953 竪冊 藤江村役場 1 寺院・結社からの各種報告書・各種認可申請書や
仏堂処分届などを綴る。藤江子安講結社届や阿弥
陀堂譲渡問題（宗教法人資格抵触）といった事例
も含む。

藤江村役場文書目録
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